
１
位「
ロ
ン
グ
タ
イ
ム
　

ア
サ
ヒ
」

宮
城
県
・
遠
藤
拓
也
さ
ん


生
涯
乳
量
　

令
和
７
年
７
～
８
月


審
査
・
調
査
と
も
に
低
調

令
和
７
年
度
前
期（
４
～
７
月
）

都
府
県

退
任
報
告
と
お
礼

審
査
委
員
　

植
原
　

友
一
郎

岩
手
県
が
一
千
頭
超
え
る

体
型
審
査
の
追
加
と
変
更

事
項（
令
和
７
年
４
月
）

１
位
　

遠
藤
拓
也
さ
ん

（
宮
城
県
）

２
位
　

江
部
広
大
さ
ん

（
新
潟
県
）

３
位
　

小
林
政
幸
さ
ん

（
長
野
県
）

４
位
　

菊
地
啓
介
さ
ん

（
栃
木
県
）

５
位
　

堤
内
武
人
さ
ん

（
岩
手
県
）

６
位
　

松
島
太
一
さ
ん

（
熊
本
県
）

今
後
の
行
事日本

ホ
ル
協

全　　　　　　　酪　　　　　　　新　　　　　　　報（７） 第２６４３号（第３種郵便物認可）２０２５年（令和７年）９月日
　
都
府
県
の
体
型
審
査
は
４

月
～
７
月
で
前
期
の
日
程
を

終
え
た
。
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種

の
牛
群
審
査
は
３
１
９
３

頭
、
牛
群
奨
励
・
個
体
審
査

は
２
２
３
頭
、
合
計
３
４
１

６
頭
を
実
施
し
、
前
年
同
期

比

・
１
％
と
な
り

頭
減

少
し
た
。
他
品
種
で
は
、
ジ

ャ
ー
ジ
ー
種

頭
（
７
頭
増

加
）
、
ブ
ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種


頭
（
６
頭
増
加
）
の
審
査

を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
後
代
検
定
ヤ
ン
グ

サ
イ
ア
材
料
娘
牛
と
そ
の
同

期
牛
の
体
型
調
査
は
、
３
７

６
戸
で
３
４
９
３
頭
（
８
３

６
頭
減
少
）
の
体
型
デ
ー
タ

を
収
集
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｐ
体
型
審

査
は
２
８
２
戸
１
３
４
６
頭

（
１
１
６
頭
減
少
）
の
体
型

デ
ー
タ
を
収
集
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
ホ
ル
ス
タ
イ

ン
種
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
、
ブ

ラ
ウ
ン
ス
イ
ス
種
の
乳
用
３

品
種
の
審
査
頭
数
は
合
計
８

２
９
４
頭
、
前
年
同
期
比


・
５
％
と
な
り
９
６
９
頭
減

少
と
な
っ
た
。

　
第

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会
の
開
催
年
を
迎

え
、
有
料
の
体
型
審
査
は
会

員
酪
農
家
の
理
解
と
協
力
に

よ
り
前
年
同
期
比
９
割
台
に

留
ま
っ
た
一
方
、
令
和
の
酪

農
危
機
や
高
齢
化
・
後
継
者

不
足
を
背
景
に
、
酪
農
家
の

離
農
が
加
速
し
昨
年

月
に

は
初
め
て
全
国
の
酪
農
家
戸

数
が
１
万
戸
を
割
る
状
況

下
、
特
に
体
型
調
査
に
お
い

て
は
協
力
農
家
の
大
幅
減
少

が
影
響
し
、
今
期
実
績
は
前

年
同
期
比

・
１
％
の
厳
し

い
結
果
と
な
っ
た
。

　
都
府
県
別
の
牛
群
審
査
と

体
型
調
査
・
Ｓ
Ｎ
Ｐ
体
型
審

査
の
合
計
を
み
る
と
、
岩
手

県
が
１
１
３
６
頭
で
最
も
多

く
過
去
数
ヶ
年
に
亘
り
１
位

と
な
り
、
一
千
頭
を
超
え
る

唯
一
の
県
と
な
っ
た
。
２
位

に
は
熊
本
県
９
５
３
頭
、
以

降
は
３
位
に
群
馬
県
６
９
４

頭
、
４
位
に
栃
木
県
４
３
３

頭
、
５
位
に
千
葉
県
４
０
７

頭
と
続
く
。
な
お
、
上
位
５

県
の
審
査
頭
数
は
都
府
県
全

体
の

％
を
占
め
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
今
期
体
型

審
査
は
前
年
度
を
下
回
る
結

果
と
な
っ
た
が
、
厳
し
い
情

勢
下
に
お
い
て
積
極
的
に
事

業
協
力
い
た
だ
い
た
会
員
酪

農
家
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
ま
た
、

月
か
ら
予
定
し

て
い
る
後
期
日
程
に
お
い
て

も
、
体
型
審
査
の
安
定
的
継

続
に
向
け
、
支
部
・
承
認
団

体
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
各

機
関
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
た
い
。

●
線
形
主
要
形
質

「
高
さ
」
の
基
準
値
変
更

　
我
が
国
の
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
雌
牛
が
年
々
大
型
化
の
傾

向
に
あ
る
な
か
、
日
本
ホ
ル

協
は
本
年
４
月
か
ら
、
線
形

主
要
形
質
「
高
さ
」
の
基
準

値
を
変
更
し
た
。
具
体
的
に

は
こ
れ
ま
で
の
ス
コ
ア
５

「
１
４
２
㎝
」
を
２
ポ
イ
ン

ト
上
げ
た
「
１
４
８
㎝
」
に

変
更
し
、
こ
れ
ま
で
ス
コ
ア

化
さ
れ
な
か
っ
た
「
１
５
７

㎝
」
～
「
１
６
０
㎝
以
上
」

に
対
応
、
細
分
化
を
図
る
こ

と
と
し
た
。ま
た
、「
高
さ
」

の
評
価
に
ス
コ
ア
１
～
９
を

活
用
す
る
こ
と
に
変
更
は
な

い
。
な
お
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種
雌
牛
の
大
型
化
は
世
界
的

に
も
同
様
の
傾
向
に
あ
り
、

Ｗ
Ｈ
Ｆ
Ｆ
（
世
界
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
フ
リ
ー
ジ
ア
ン
連
盟
）

で
は
、
２
０
２
２
年
９
月
に

ス
イ
ス
で
開
催
し
た
審
査
委

員
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
お
い

て
、
「
高
さ
」
の
ス
コ
ア
１

～
９
に
伴
う
目
盛
り
を
各
国

の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
れ
ぞ

れ
が
設
定
す
る
よ
う
勧
告
し

て
い
る
。

●
線
形
主
要
形
質
に

「
前
肢
方
向
」
を
採
用

　
日
本
ホ
ル
協
は
、
２
０
２

４
年
９
月
に
開
催
さ
れ
た
Ｗ

Ｈ
Ｆ
Ｆ
評
議
員
会
に
お
い
て

新
た
な
国
際
標
準
形
質
と
し

て
「
乳
房
の
傾
斜
」
と
「
前

肢
方
向
」
の
採
用
が
決
定
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
本
年
４

月
か
ら
線
形
主
要
形
質
に

「
前
肢
方
向
」
を
追
加
し
デ

ー
タ
収
集
を
開
始
し
た
。

　
な
お
、
「
乳
房
の
傾
斜
」

は
、
既
に
２
０
２
２

８
月

公
式
評
価
か
ら
評
価
値
の
公

表
を
行
っ
て
い
る
。

　
令
和
７
年
７
月
か
ら
８
月

に
都
府
県
で
検
定
成
績
証
明

さ
れ
た
も
の
の
中
か
ら
、
上

表
に
は
乳
量
上
位

頭
を
示

し
た
。
今
回
は
６
頭
が
総
乳

量
（
Ｍ
）

万
㌔
を
突
破
し

た
。

　
今
回
の
１
位
は
遠
藤
拓
也

さ
ん
（
宮
城
県
）
の
「
エ
ン

ド
ウ
フ
ア
ー
ム
　
ロ
ン
グ
タ

イ
ム
　
ア
サ
ヒ
」
の
検
定
回

数
７
回
で
検
定
日
数
３
４
６

５
日
、
Ｍ

万
１
８
５
㌔
、

総
乳
脂
量
（
Ｆ
）
４
１
６
４

㌔
、
平
均
乳
脂
率
（
Ｆ
％
）

３
・
５
％
、
総
乳
蛋
白
質
量

（
Ｐ
）
３
６
４
０
㌔
で
あ
っ

た
。
こ
れ
は
宮
城
県
内
乳
量

歴
代
４
位
、
乳
脂
量
歴
代
７

位
の
成
績
と
な
る
。
祖
母
牛

が
岩
手
県
岩
手
町
の
川
又
牧

場
か
ら
導
入
さ
れ
て
い
る
。

　
２
位
は
江
部
広
大
さ
ん

（
新
潟
県
）
の
「
ル
ー
キ
ー

ス
タ
ー
　
リ
ヴ
エ
ロ
ス
　
シ

ヨ
ツ
ト
ル
」
の
検
定
回
数
８

回
で
検
定
日
数
３
２
７
４

日
、
Ｍ

万
８
４
３
３
㌔
、

Ｆ
４
３
６
６
㌔
、
Ｆ
％
３
・

７
％
、
Ｐ
３
９
０
８
㌔
で
あ

っ
た
。
こ
れ
は
新
潟
県
内
乳

量
歴
代
５
位
、
乳
脂
量
歴
代

８
位
の
成
績
と
な
る
。
江
部

牧
場
初
の

万
㌔
突
破
牛
で

あ
る
。

　
３
位
は
小
林
政
幸
さ
ん

（
長
野
県
）
の
「
ス
プ
レ
ン

ド
ー
ル
　
カ
ー
ド
ア
　
ア
マ

リ
リ
ス
」
の
検
定
回
数

回

で
検
定
日
数
３
１
６
４
日
、

Ｍ

万
７
３
６
５
㌔
、
Ｆ
３

９
２
２
㌔
、Ｆ
％
３
・
３
％
、

Ｐ
３
４
５
１
㌔
で
あ
っ
た
。

こ
れ
は
長
野
県
内
乳
量
歴
代

５
位
、
乳
脂
量
歴
代

位
の

成
績
。
３
世
代
前
か
ら
決
定

得
点

点
以
上
を
獲
得
し
続

け
て
お
り
、
本
牛
は


６

Ｅ
を
記
録
し
て
い
る
。

　
４
位
は
菊
地
啓
介
さ
ん

（
栃
木
県
）
の
「
ア
イ
ロ
ー

サ
　
ヒ
ル
　
ク
ラ
イ
マ
ー
」

の
検
定
回
数
８
回
で
検
定
日

数
３
２
２
１
日
、
Ｍ

万
２

９
４
６
㌔
、Ｆ
４
５
１
２
㌔
、

Ｆ
％
４
・
０
％
、
Ｐ
３
８
２

２
㌔
で
あ
っ
た
。
栃
木
県
内

乳
量
歴
代

位
、
乳
脂
量
歴

代
６
位
の
成
績
と
な
っ
た
。

現
在
４
頭
の
娘
牛
と
１
頭
の

孫
牛
が
お
り
、
同
牧
場
を
支

え
て
い
く
こ
と
が
伺
え
る
。

　
５
位
は
堤
内
武
人
さ
ん

（
岩
手
県
）
の
「
ア
イ
ベ
リ

ー
　
ハ
リ
エ
ツ
ト
　
ス
タ

ー
」
の
検
定
回
数
８
回
で
検

定
日
数
２
８
０
２
日
、
Ｍ


万
５
６
７
３
㌔
、
Ｆ
３
６
６

７
㌔
、
Ｆ
％
３
・
５
％
、
Ｐ

３
０
４
６
㌔
で
あ
っ
た
。
初

産
か
ら
す
べ
て
の
乳
期
で
乳

量
１
万
㌔
を
突
破
し
て
お

り
、
２
０
０
３
年
ナ
シ
ョ
ナ

ル
シ
ョ
ウ
１
等
賞
を
獲
っ
た

「
ハ
リ
エ
ツ
ト
」
の
血
を
引

い
て
い
る
。

　
６
位
は
松
島
太
一
さ
ん

（
熊
本
県
）
の
「
キ
ー
　
ジ

ヤ
ス
ト
　
Ｄ
Ｏ
　
Ｉ
Ｔ
　
ラ

ブ
　
シ
ド
ニ
ー
」
の
検
定
回

数
７
回
で
検
定
日
数
２
８
０

４
日
、Ｍ

万
２
１
０
４
㌔
、

Ｆ
３
６
５
３
㌔
、
Ｆ
％
３
・

６
％
、
Ｐ
３
２
０
７
㌔
で
あ

っ
た
。
熊
本
県
内
乳
量
歴
代

８
位
、
乳
脂
量
歴
代

位
の

成
績
。
９
歳
７
産
と
繁
殖
性

に
優
れ
て
お
り
、
松
島
牧
場

で
は
３
頭
目
と
な
る

万
㌔

突
破
牛
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
小
林
政
幸
さ
ん

（
長
野
県
）
、
堤
内
武
人
さ

ん
（
岩
手
県
）
、
松
島
太
一

さ
ん
（
熊
本
県
）
、
妹
尾
優

佳
さ
ん
（
岡
山
県
）
、
小
針

勤
さ
ん
（
栃
木
県
）
、
中
村

優
さ
ん（
岩
手
県
）、（
有
）

萩
原
牧
場
（
群
馬
県
）
、
新

海
益
二
郎
さ
ん（
長
野
県
）、

京
都
府
立
農
芸
高
等
学
校

（
京
都
府
）
、
（
農
）
新
林

牧
場
（
秋
田
県
）
、

橋
憲

二
さ
ん
（
千
葉
県
）
、
岩
泉

篤
さ
ん（
岩
手
県
）、（
株
）

阿
部
牧
場
（
群
馬
県
）
所
有

牛
は

点
以
上
を
獲
得
し
て

お
り
、
体
型
に
お
い
て
も
優

れ
た
成
績
を
残
し
て
い
る
。

◇
第

回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
共
進
会

　

月

日
～

日
（
北
海

道
安
平
町
、
北
海
道
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
共
進
会
場
）

◇
中
間
監
査
会

　

月
７
日
、
日
ホ
会
議
室

◇
第
３
３
２
回
理
事
会

　

月

日
、
Ｗ
ｅ
ｂ
開
催

◇
令
和
７
年
度
社
員
会
議

◎
東
日
本
地
区
、
令
和
８
年

２
月

日
、
Ａ
Ｐ
東
京
八
重

洲◎
西
日
本
地
区
、
令
和
８
年

２
月
６
日
、
福
岡
朝
日
ビ
ル

◇
令
和
７
年
度
冬
期
登
録
事

務
担
当
者
会
議

　
令
和
８
年
２
月
２
日
、
Ｗ

ｅ
ｂ
開
催

植原審査委員を囲んで

　
初
秋
の
候
、
皆
様
に
は

ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
こ
の
度
、
長
年
に
わ
た

り
審
査
委
員
と
し
て
職
務

を
遂
行
し
て
ま
い
り
ま
し

た
が
、
今
月
を
も
ち
ま
し

て
退
任
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　
審
査
委
員
と
し
て
長
い

間
支
え
て
い
た
だ
き
ま
し

た
、
全
国
の
酪
農
家
、
支

部
承
認
団
体
の
皆
様
並
び

に
酪
農
関
係
団
体
の
方
々

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
紙
面
を
お
借
り

し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　
振
り
返
れ
ば
、
昭
和


年
群
馬
県
内
の
畜
産
振
興

を
目
的
と
し
た
、
群
馬
県

家
畜
登
録
協
会
へ
入
会

し
、緬
山
羊
、豚
、和
牛
、

乳
牛
の
登
録
業
務
に
従
事

し
て
お
り
ま
し
た
と
こ

ろ
、
日
本
ホ
ル
協
で
審
査

委
員
と
し
て
活
躍
し
て
お

り
ま
し
た
、
佐
藤
審
査
委

員
並
び
に
山
本
審
査
委
員

の
両
名
が
、
平
成

年
前

期
の
審
査
を
も
っ
て
定
年

退
職
す
る
こ
と
に
と
も
な

い
、

年
間
勤
務
し
ま
し

た
協
会
を
７
月
に
退
職

し
、
８
月
よ
り
日
本
ホ
ル

協
審
査
委
員
候
補
と
し

て
、
北
海
道
支
局
神
保
審

査
部
長
に
同
行
し
、
道
東

管
内
で
の
審
査
研
修
を
終

了
し
ま
し
た
。
そ
の
後


月
よ
り
審
査
委
員
と
し

て
、
鳥
取
県
の
審
査
を
ス

タ
ー
ト
に
延
べ
４
０
０
都

府
県
以
上
を
訪
問
し
、
全

国
の
酪
農
家
の
す
ば
ら
し

い
牛
を
沢
山
見
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
、
審
査
委
員
と
し
て

こ
の
仕
事
を

年
間
続
け

て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
家
畜
改
良
に
携

わ
り
半
世
紀
に
な
り
ま
す

が
、
家
畜
改
良
に
つ
い
て

の
知
識
も
経
験
も
な
い
私

を
手
取
り
足
取
り
長
年
に

わ
た
り
ご
指
導
下
さ
る
と

と
も
に
、
審
査
委
員
と
し

て
日
本
ホ
ル
協
で
頑
張
れ

と
快
く
送
り
出
し
て
く
れ

ま
し
た
、
群
馬
県
の
酪
農

家
の
皆
様
、
関
係
団
体
の

方
々
に
、
改
め
て
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
長
年
に
わ
た
り
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。


